
 

 

 

○計画の目的 

“地域が目指す将来像”の実現に向け、地域公共交通のあるべき姿を示すとともに、公共交通の問題・課題に対し、

将来にわたり市民の生活を支える“持続可能な地域公共交通体系”の構築に向けた取り組みを定めるものです。 

○計画の期間 

計画期間は平成３０年度から平成３４年度までの５か年とします。 

○公共交通が目指す姿（基本方針）・計画の目標・評価指標等 

上位計画である十和田市総合計画では、将来都市像『～わたしたちが創る～希望と活力あふれる十和田』を掲げて

おり、本計画においても将来都市像の実現に向けて公共交通が目指す姿を定めます。 

公共交通が目指す姿の実現に向けて、計画の目標および目標に基づく施策・事業を設定し、計画の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

十和田市地域公共交通網形成計画 （概要版） 



○施策・事業の内容

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性１：まちづくりとの連携を踏まえた公共交通網の形成 

事業 1-1：中心市街地における循環路線の導入 

○中心市街地における拠点間の移動利便性の向上に向け、既存の

バス路線の見直しによる循環路線の導入を検討します。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

調整・実証運行 本格運行（適宜見直し） 

事業 1-2：中心市街地における交通拠点の設定 

○十和田市の新たな顔として、市内外の交流の中心となる、さまざ

まな公共交通が集まる交通拠点の設定を進めます。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

方向性検討 検討・各種調整 交通拠点の設定・待合環境の充実 

【ハード面で整備を検討する場合】 

○路線バスや予約制乗合タクシー、一般タクシー、高速

バスなどさまざまな交通サービスの乗り入れが可能な

ターミナル機能を構築 

○公共交通機関同士のダイヤ調整などを踏まえながら、

より円滑に乗り継ぎができる環境や、サイクル＆ライドな

どの駐輪場の整備なども検討 

【ソフト面で整備を検討する場合】 

○中心市街地における複数の主要バス停（十和田市中

央など）を、ターミナル拠点として位置づけ、そこを中心

として公共交通の運行体系の見直しを検討 

○利用者の待合環境はトワーレや十和田市中央などの

既存施設を活用※バス専用の停車スペース（バスベ

イ）設置などの軽微な整備などは想定 

事業 1-3：既存路線の見直し及び新規路線の導入検討 

○公共交通の見直しやコミュニティバスなどの導入（検討）により、中

心市街地へのアクセス性向上を図ります。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

見直し検討 導入検討 適宜見直し検討・実施 

多 

少 

方向性２：効率的かつ効果的な公共交通体系の構築 

事業 2-1：予約制乗合タクシーの見直し 

○利用実態や利用者ニーズに合わせて運行ダイヤや運行体系の

見直しなどにより利便性の向上に向けた検討を進めます。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 
事業者協議・ 

検討 
見直し・ 

実証運行 本格運行（適宜見直し） 

○路線の稼働率が低い時間帯においては、利用者の行動特性に合わせた時間帯へ見直し 

○公共交通の利用が不便な地域では、新たに予約制乗合タクシーの導入に向け、交通事業者と協議 

○利用が多い地域においては、市民ニーズなどの把握を行った上で、定時定路線型の小型バス（コミュニティバスなど）

への切り替えも踏まえた、利便性向上に向けた検討 

○交通拠点を中心にして、人口が集積す

る地域や主要な施設間を結ぶ循環路

線を導入 

○居住地域から中心市街地や主要施設

までの移動利便性が向上 

※現行路線に加えて新たに路線を整備す

る方法と、現行路線を見直しする方法

があるため、交通事業者等との協議に

より具体的な事業計画を検討 

バス経路まで遠く、 
利用が不便な地域 

○路線バスのダイヤ調整やその他の公共交通の活用などにより、郊外部などから中心市街地へのアクセス性を向上 

○現状の公共交通による対応が困難な地域がある場合は、十和田市が主体となったコミュニティバス導入も含めて検討 

事業 2-2：公共交通空白地有償運送の見直し 

○市民のニーズや利用者の意向などを踏まえながら、運行経路や

運行ダイヤなどについて見直しを進めます。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 
事業者協議・ 

検討 

○ニーズ・意向の調査・把握を行った上で、運行経路・ダイヤを見直し 

○路線バスとの接続ポイントを、奥入瀬ろまんパークや十和田湖支所などの屋内で待ち合うことができる場所への集約を

検討 

※市街地までの移動を必要としない、地域内で完結する移動に対応することで、利用促進に期待 

方向性３：誰もが利用しやすい公共交通環境の確保（1/2） 

事業 3-1：待ち合い環境の整備・機能改善 

○交通事業者と連携し、待ち合い環境の整備や機能改善・拡充を

進め、安心して快適に利用できる環境の確保を図ります。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 
整備拠点の 

選定 
整備計画の 

検討 
待ち合い環境の整備・機能改善 

○主要な交通拠点においては、バスマップや時刻表、その他運行に関する情報などを発信する設備（情報ラック、サイネ

ージ、アテンダントなど）の設置 

○ピクトグラムなどを活用し、訪日外国人なども分かりやすい表記方法の導入検討 

○主要なバス停等において、交通事業者が上屋やベンチの設置などの機能改善を進める際には、市として支援を検討

し改善を促進 

見直し（利用実態を踏まえて適宜見直し） 

▲ピクトグラムのイメージ ▲見直しのイメージ（一例） ▲上屋が設置されたバス停イメージ（青森県三沢市） 

○路線バスの運行が適していない場合に
は、利用実態に合わせた交通サービス

へ見直すことで利便性を向上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方向性３：誰もが利用しやすい公共交通環境の確保（2/2） 

事業３-２：バス車両の案内表示の改善 

○目的地や経由地などが分かりやすい方向幕に見直しを図り、安心

して利用することができる利用環境の確保を進めます。 

実施主体：交通事業者、十和田市 

H30   H31   H32   H33   H34 
関係者協議・ 

調整 
見直し検討・実施 

○交通事業者において方向幕の改善を進める際に、国庫補助などの活用を検討するとともに、市としての補助なども検

討し整備を推進 

関連事業の 
実施状況の確認 

車両前面 車両側面 

○目的地・経由地を前面・側面に
掲示 

※イメージは LED だが、更新に際
してはこの設備に限らない 

事業３-３：低床車両などの導入支援 

○バスやタクシーなど、低床車両やユニバーサルデザイン（ＵＤ）対

応車両の導入を推進し、利用しやすい環境の確保を進めます。 

実施主体：交通事業者、十和田市 

H30   H31   H32   H33   H34 

交通事業者による導入検討時に、市としての補助を検討 

○交通事業者において車両の更新・導入を検討する際に、国庫補助などの活用を検討するとともに、市としての補助な

ども検討し導入を推進 

方向性４：新たな公共交通利用者の獲得および利用促進（1/2） 

事業４-１：バスマップ・時刻表の作成 

○運行経路や主要な目的地などを示したバスマップや時刻表など

の情報ツールを作成し、公共交通の運行情報の周知を図ります。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

方向性４：新たな公共交通利用者の獲得および利用促進（2/2） 

事業４-２：バスイベント等の開催 

○十和田市内で開催されるイベント時に市民が路線バスと触れ合う

機会を創出し、公共交通への興味・関心の喚起を図ります。 

実施主体：十和田市、交通事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

○バスの運行経路が色分けされているなど、分かりやすく表示されたバスマップを作成 

○外出時での利用を想定し、持ち運びができるサイズとし、通常サイズに加えて、手帳に挟める程度のミニサイズも検討 

○十和田市内の全てのバス停が示されている、運行ダイヤが確認できる時刻表を作成 

※利用者個人が利用する区間のみ表示される「ｍｙ時刻表」の作成についても合わせて検討 

○十和田市内の全てのバス停が示されている、運行ダイヤが確認できる時刻表を作成 

○既存のイベント開催時において、親子などで参加できるバスイベントを展開 

○イベントの実施に合わせて、これまでの取り組み事例などのパネルも用意して、取り組みの周知 

事業４-３：観光バスパックの企画 

○路線バスと温泉施設や観光施設などとタイアップして利用者に魅

力的な取り組みを展開し、新たな利用者の獲得を図ります。 

実施主体：十和田市、交通事業者、その他事業者 

H30   H31   H32   H33   H34 

○既存のバス路線を活用し、運賃と施設利用料金・食事代などがセットになり、通常よりお得に利用できるバスパックを企

画（十和田市内だけではなく周辺市町村と連携して一体的な展開を想定） 

方向性５：地域との協働による取り組みの推進 

事業５-１：公共交通に関する意見の収集 

○公共交通に対する意見・要望を定期的に把握するため、アンケー

ト調査やワークショップ、意見交換会の実施を検討します。 

実施主体：十和田市、市民等 

H30   H31   H32   H33   H34 

○公共交通への利用転換が見込まれる層（次期高校生・次期高齢者等）を対象として、アンケート調査を実施し、公共

交通に対する意見・要望を把握するとともに、公共交通への利用転換に向けた動機付けなどを実施 

○調査を行う際には、調査票とともにマップや時刻表などの情報ツールを同封するとともに、それらを活用した設問を設

定し、より具体的に利用を想定した回答を促進 

○公共交通に対する生の声を把握するために、市民とのワークショップや意見交換会の定期的な開催を検討 

○特に高校生や大学生とワークショップを行う場合には、実際にバスマップの企画・作成を行い、実現化に繋げるなど、

自由な意見・アイディアを活かした取り組みを検討 

事業５-２：地域協働体制の可能性調査・研究 

○地域との協働によって支える体制のあり方について可能性の調

査・研究を行います。 

実施主体：十和田市、交通事業者、市民等 

H30   H31   H32   H33   H34 

○アンケート調査や市民との意見交換を通じて、地域ごとの公共交通に対する意識を把握 

○特に意識が醸成されている地域を、先行的に地域協働の取り組みを検討するモデル地域として設定し、公共交通を

支える体制のあり方について検討 

検討施策・事業一覧 ※計画期間内での実施は必須としないが、必要に応じて実施を検討する施策・事業 

■市街地内における利用しやすい運賃体系の検討 

■小需要に対応したタクシーなどの既存資源の活用検討 

■主要な施設への停留所設置・車両乗り入れの検討 

■交通拠点における案内・誘導の充実化の検討 

■バスの乗り方教室の開催検討 

■バスの絵コンテストの開催検討 

■リアルタイムな運行情報の発信の検討 

■休日限定の運賃設定の導入検討 

■交通事業者の運転手確保の支援検討 

企画・作成 配布・見直し 
関連事業の 

実施状況の確認 

イベントの開催に合わせて定期的に企画・実施 

企画・事業者協議・調整 企画実施（結果をもとに毎年度見直し） 

事業の検討 事業の実施（ブラッシュアップを行いながら定期的に実施） 

市民意識の把握 モデル地域の設定・あり方検討 

○目的地・経由地の表記 

が無く、わかりづらい 

事業３-４：免許返納支援制度の活用促進 

○公共交通の利便性向上等による利用促進を進めることで、免許

返納支援制度の活用促進を図ります。 

実施主体：十和田市 

H30   H31   H32   H33   H34 
調整・実施 

○公共交通に関する案内と免許返納に関する案内を合わせて展開するなど、相互に連携した取り組みを検討 

見直し検討・実施 


